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　この度は、「園原ＩＣ橋他４橋耐震補強工事」が無事故無災害
で竣工され、誠におめでとうございます。また、ありがとうござ
いました。さて、ＮＥＸＣＯ中日本では、災害時の救急救命や復
旧支援などの活動を支えるため、緊急輸送路に指定されている高
速道路の橋梁が、大規模な地震でも軽微な損傷に留まり、速やか
な機能回復が可能となるよう耐震補強を推進しています。具体的
には、今後年間に震度６弱以上の地震に見舞われる確率が％
以上の地域に位置する橋梁の耐震補強を、優先して進めていると
ころです。今回施工いただいた「園原ＩＣ橋他４橋耐震補強工事」
は優先的に耐震補強をおこなう橋梁であり、橋脚の補強や支承取
替などの橋梁の耐震性を高める対策や、落橋防止構造や段差防止
構造の設置など、たとえ支承が損傷しても車両の通行が困難とな
ることを防止する対策を実施していただいたものです。
　文末になりますが、株式会社熊谷組名古屋支店様が、今後も安
全で高品質な施工を続けられるよう祈念しております。

　ＮＥＸＣＯ中日本では、災害時の速やかな緊急輸送路の確保の
ため、大規模な地震でも軽微な損傷に留まり、速やかな機能回復
が可能となるよう橋梁の耐震補強を進めています。補強は、今後
年間に震度６弱以上の地震発生確率が％以上の地域を対策重
点地域とし優先的に進め、被災後に速やかな交通機能の回復が可
能となる性能（耐震性能２）を確保するための対策を行っていま
す。
　今回、飯田保全・サービスセンターが管理する中央自動車道の
うち、長野県南部（伊那盆地地域）の一部も、震度６弱以上の揺
れに見舞われる確率が％以上の地域に含まれていることから、
年より「中央自動車道　園原ＩＣ橋他４橋耐震補強工事」に
着手しました。
　この度竣工を迎えた本工事は、中央自動車道伊那インターチェ
ンジ～園原インターチェンジ間の橋梁耐震補強として、次の工事
を実施しました。
①ＲＣ巻き立て・炭素繊維巻き立てによる橋脚補強（園原ＩＣ橋、
南大島川橋の橋脚）

②段差防止構造の設置・支承取り換え（南大島川橋、前沢川橋、
藤沢川橋）、落橋防止構造・縁端拡幅（園原通過路橋）

また工事概要は次のとおりです。
①工事名　中央自動車道　園原ＩＣ橋他４橋耐震補強工事
②工事場所　長野県上伊那郡南箕輪村（伊那ＩＣ）～長野県下伊
那郡阿智村（園原ＩＣ）

③工期　年７月２日～年月日
④発注者　中日本高速道路株式会社　名古屋支社
　工事監督：飯田保全・サービスセンター

⑤受注者　株式会社熊谷組名古屋支店
⑥工事内容　炭素繊維巻き立て工－５基、コンクリート巻き立て
工―１基、縁端拡幅工―８カ所、段差防止構造設置―カ所、
落橋防止構造―本、支承取り換え－カ所

　最後に、飯田保全・サービスセンター管内の対策重点地域での
橋梁耐震補強は、本工事の竣工をもって完了しましたが、地震発
生後の速やかな緊急輸送路の確保のため、引き続き残る区間の橋
梁耐震補強を着実に推進していきます。
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